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ロボットと携帯電話の連携による
⼦ども⾒守りシステム「メルロボ連絡帳」を開発

〜電⼦メールによるロボット操作で遠隔地からの⾒守りを実現〜

 ⽇本電気株式会社（以下ＮＥＣ、東京都港区、代表取締役執⾏役員社⻑︓⽮
野 薫）と⽇本電信電話株式会社（以下ＮＴＴ、東京都千代⽥区、代表取締役
社⻑︓和⽥ 紀夫）は、このたび、ＮＥＣが開発した「パーソナルロボットＰ
ａＰｅＲｏ」とＮＴＴサイバーソリューション研究所（以下ＮＴＴ研究所）が
開発した携帯電話を⽤いてロボットとやりとりができる「ＡｃｔｉｏｎＳｗｉ
ｔｃｈプラットフォーム」を連携させた新たな保護者参加型⼦ども⾒守りシス
テム「メルロボ連絡帳」（別紙１）を開発しました。

 本システムでは、保護者が携帯電話の電⼦メールを作成・送信することによ
り、「ＰａＰｅＲｏ」が電⼦メールの内容に応じた⾒守り動作を⾏うこと、お
よび、ロボットと⼦どもとのコミュニケーション状況を遠隔地から確認するこ
とを可能にしています。
 両社はこのたび、幼児才能開花教育「まいとプロジェクト」と社会福祉法⼈
「マコト愛児園」の協⼒を得て、２００６年末まで共同実験を⾏います。

１．背景と⽬的
 近年、⼦どもの保育現場では、より⾼い「安全」「安⼼」が求められて
おり、⼦どもを保護者が遠隔地から⾒守るサービスや、⼦どもと保護者と
のコミュニケーションを活性化するサービスへの期待が⾼まっています。
 ロボットによるチャイルドケアの実験は、従来から⾏われており、ロボ
ットの存在が⼦どもたちに及ぼす効果が研究されてきました。今回の実験
では、ロボットと保護者の持つ携帯電話との間をプラットフォームで結ぶ
ことによって、保育現場への遠隔からの参加や、保育⼠との情報共有を可
能とします。定点監視カメラによる⽚⽅向の⾒守りとは異なり、保護者と
⼦どもとの双⽅向のコミュニケーションが可能な新たなサービスの実現を
⽬指します。

２．「メルロボ連絡帳」共同実験の概要
（１）実験⽬的
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 ロボットと電⼦メールを⽤いた本システムのサービスメニュー毎の必
要性・使いやすさと、ロボットの存在がコミュニケーション相⼿に与え
る安⼼度や満⾜度の検証、および、実験環境でのプラットフォーム技術
の検証を⽬的としています。

（２）実験場所
<１>まいとプロジェクト（住所︓東京都世⽥⾕区奥沢６－２２－１２ 

ＫＭビル２F）
代表取締役︓宮本 幹夫 ⽒

<２>マコト愛児園（住所︓⼭梨県南アルプス市下今井８４１）
園⻑︓庭⼭ 義勝 ⽒

（３）実験期間
２００６年内を期間として、１〜２⽇／⽉、２〜３回／⽇、１回あたり
２時間程度の予定

（４）実験内容
<１>メルロボ（別紙２）
 保護者が携帯電話の電⼦メールを使って遠隔でロボット操作を⾏

い、幼児施設にいる⼦どもの状況を確認したり、⼦どもへのメッセ
ージを「ＰａＰｅＲｏ」に発話させて伝えます。⼦どもの様⼦は
「ＰａＰｅＲｏ」の⽬のカメラで撮影した動画を保護者の携帯電話
へ動画メールとして送信することによって確認できます。

<２>ロボ連絡帳（別紙３）
 保育⼠は、⼦どもの様⼦を蓄積された画像やテキストなどを⽤いて

ブログ化し保護者に伝えることができたり、保護者がブログに記⼊
したメッセージを保育に役⽴てたりできるため、ノートを⽤いた連
絡よりもきめの細かい情報伝達や共有を⾏うことができます。

３．技術のポイント
 本システムにおける主な技術は、以下のとおりです。
（１）キーワード抽出コマンド変換技術
 ＮＴＴが開発した、保護者から送られたメール⽂から動作対象ロボッ
トや動作内容などの必要なキーワードを抽出し、動作に必要なコマンド
に変換する技術です。これにより、保護者は、通常どおりに電⼦メール
を作成・送信するだけで簡単にロボットの操作ができます。

（２）ユーザ管理技術
 ＮＴＴが開発した、保護者のメールアドレス、対応する⼦どものＩ
Ｄ、ロボットのＩＤをサーバ上で⼀元管理する技術です。メールアドレ
ス認証を⾏うことにより、不正アクセスを排除します。また、ロボット
はメールアドレスなどの個⼈情報を保有せず、⼦どものＩＤ等を管理す
るだけで保護者へのメール送信が可能になります。

（３）サーバと連携したロボットサービス技術

https://www.ntt.co.jp/news/news06/0610/061025a_2.html
https://www.ntt.co.jp/news/news06/0610/061025a_3.html


 ＮＥＣが開発した、動作中のロボットがサーバから情報・指⽰を受信
して、⼦どもへの発話や動作などに反映させていく技術です。これによ
り、⼦どもの好みをよく知る保護者が遠隔地から情報・指⽰を送ってロ
ボットを動作させることができます。外部サーバからの情報によるロボ
ット動作を可能とすることで、動作のバリエーションが広がり、より親
しみのわくロボットサービスが実現可能になります。

４．今後の展開
 両社は、共同実験で収集したデータの定量的な評価を⾏うことで⼈とロ
ボットが共存するための技術課題を抽出するとともに、ロボットとプラッ
トフォームの組み合わせによる新しいコミュニケーションを発展させてい
きます。これにより、⼦どもの⾒守りだけでなく、これからの少⼦⾼齢化
社会での独居⾼齢者などの質の⾼い⾒守りや認知症予防など、より安⼼・
安全なライフサポートサービスの可能性が⽣まれると考え、実⽤化を⽬指
した研究開発を推進していきます。

・別紙１ ⼦ども⾒守りシステム「メルロボ連絡帳」構成図
・別紙２ 携帯メールでのロボット操作「メルロボ」
・別紙３ 蓄積データ活⽤ブログ「ロボ連絡帳」

［ＮＥＣ問い合わせ先］
＜報道関係からのお問い合わせ先＞
コーポレートコミュニケーション部 福本
TEL︓03-3798-6511（直通）
e-mail︓m-fukumoto@db.jp.nec.com
＜お客様からのお問い合わせ先＞
研究企画部 企画戦略グループ
URL︓http://www.sw.nec.co.jp/contact/

［ＮＴＴ問い合わせ先］
サイバーコミュニケーション総合研究所
広報担当 河野・⼭下
TEL︓046-859-2032
URL︓https://www.ntt.co.jp/cclab/contact/index.html

［実験場所]
まいとプロジェクト
URL︓http://www.might-project.com/
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マコト愛児園
URL︓http://www.makotoaigien.com/
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